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1　は　じ　め　に

米消費瞳の減退と消費者の噌好変化などから，近年，良

食味品種の開発など，産地間競争が激化している。■・方，

米の食味に関連した理化学性の分析がなされ，精米の租蛋

白及びアミロース含量，各種ミネラル成分などが食味と関

連すると報告されている。本試験では，山形県における歴

代奨励品種のHi穂期，柑蛋白及びアミロース含星について

その変遷を調奈するとともに，現在．北海道，東北．北陸

地域で栽培されている主要品種系統を山形県で栽培し．そ

の食味関連理化学特性の品種間差異について検討した。

2　試　験　方　法

（1）実施年次：1990年

（2）実施場所：山形農試本場（山形市∴細粒灰色低地土）
（3）供試条件：

＜試験Ⅰ＞
供試品種：表1に示す山形県歴代奨励晶種の54品種系統

施肥量（NLP20，－－K20：kg／a）：0．40－0．61－－0，80
栽培様式：5月15「11本植え，1区1．4汀戸，申区制

＜試験Ⅱ＞

供試品種：表2に示す北海道＼東北，北陸地域における

主要18品種系統

耕種概磐：5月15日4本構え，1匹15．0－げ，2区制

施肥出：（N－P205－K20：kg／a）

基　肥　0．40－0．64－0．80

追肥（幼形期）0．20－0．00－0．23

（41調査項口及び方法

山嵐軋千拉凰精米租蛋白及びアミロース含軋　ミネ

ラル含億（試験Ⅲのみ）

分析に使用した機器は以卜のとおり。

精米粗蛋白含最～ニレコ製近赤外分光分析計（NmS

4500）

精米アミロース含舅～プラン・ルーペ製AuレーanalyZerⅢ

ミネラル成分～N：ケルダール分解．水蒸気蒸留法

K，Mg：過塩素酸分解，原子吸光分析計
P：過塩素酸分解，炎光光度計

3　試験結果及び考察

＜試験Ⅰ＞表1に，山形県の歴代奨励晶挿盲作仙ナl面積が

表1山形県歴代奨励品種の食味関連成分値
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表2　各地の日払■．／，種と食味l軋連成分値
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最大に適した年次についてグルーピングし，そのlli植1臥

千柁重，精米の租蛋‖及びアミロース含uについて示した。

グループ間の比較では，丁・粕垂については差は見られない

が，精米の粗乱行1及びアミロース合姐は，lU占占用群ほど高

く．最近採川された品種群は，低蛋白．低アミロース化し

ている傾向がうかがわれた。

＜試験Ⅱ＞表2に，供試1鋸挿系統のII億期及び食味関越

理化学特椎について示した。「ゆきひかり」，「さらら397」

は，本県では極早生化し．7月11日に出穂となり，最も遅

かった「キヌヒカリ」とは35L】の差があった。図1に，出

穂期とアミロース及び和眉汀］含眼の関係を示した。机蛋「1

含量は州機動が早い品種ほど高かったが，アミロースにつ

いては北海道の2品稀が低かった以外は判然としなかった。

ミネラル成分では，玄米小のリン（P），マグネシウム

（Mg）食用については，それぞれ出穂期と一0．670，－0．6

32のflの刷l淵があり，晩仕種で合量が少ない傾向が見られ

たが，カリ（K）合出と出穂期の関係は判然としなかった

（データ略）。

炊飯米の「粘り」に関連するといわれる玄米のMg／K，

Mg／KNなどのパラメータは，凶2に示したように，概

してIli穂の遅い晩生種はどl如一傾ドtJがあり，汲熱期間の平

均気温と負の舶関が見られた。．晶秤では，llり倒5弓・，東北

143号，コシヒカリなどで高かった。

4　ま　と　め

①山形県歴代奨励品種のうち．最近帝成，採用された品種

群は．精米租矧1，アミロース含量が低い傾向にある。
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図1　出穂期と精米申アミロース含量及び粗蛋白含量
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図2　日撼期と玄米Mg／KN比

②此海道一東北，北陸地域の1二要品稲系統を．山形県で栽

培した場合の食味関連理化学特性については，品種間差異

が認められ．精米相賀白倉姐は出穂がいいものほど高い傾

向がある。玄米中のミネラル成分含量も出穂期との関係が

みられるが，■－】ム確聞差異もあり，Mg／K，Mg／KNなど

のパラメータは．11り捌5号．東北143号，コシヒカリなど

で高いことが示された。
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